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A Tl\11-\V AN (Asynchronous Transfer Mode-Wide Area Network), MPEG2 0\lloving Picture Experts Group 
2)， ピデオサー バなど マルチメディアの最新技術を利川した小売業向けの マルチメディアシステムを1}l-l発した。

このシステムは， 双方向コミュニケ ーションを行うピデオメ ールと， 紫積型システムであるピデオマニュアルで構

成される。特にピデオ マニュアルは， 本部に大紐に苦梢されたマルチメディアのハイパードキュメント群であり，

店舗からll[l座（オン テマンド）に表示する必要があった。 しかし， 従米のオ ーサリングツ ールではドキュメントを

一括でクライアントにダウンロード後表示するため， 表示に時間がかかるという問題があった。 われわれは， マニ

ュアルを構成するスクリプトとメディアの分割管理とペ ー ジ単位の読出しに沿目し， 独l出1のオ ーサリング機能とピ
ュ ー ワ機能を開発した。 この結果， マニュアル1ペ ー ジの表示時間は， 従米の 1/3となった。

このシステムはH本電信電話（悧（以下． NTTと略記） マルチメディア利月1実験で， 小売業における マルチメディ

アサービスの有効性の検討のため， 1996年2月から約1年間の実験を削始する。

We have developed two retail applications, a video-mail system and a video-manual system, taking 

advantage of the latest technologies such as asynchronous transfer mode wide area network (ATM-WAN), 
Moving Picture Experts Group 2 (MPEG2), and video-server technology. The video-mail system realizes 

bidirectional communication, while the video-manual system is a type of video-on-demand (VOD) application 
consisting of a number of multimedia hyperdocuments. 

A particular requirement for the video-manual system was high-performance browsing capability. We 

studied the management of both the script and media and the method of reading the manual pages, then 

developed an original authoring tool and viewer. As a result, the browsing performance of the viewer is 
three times that of a conventional viewer. 

This system is participating in a multimedia trial proposed by NTT beginning in February 1996. This 

trial will provide an opportunity for us to investigate effective multimedia services. 
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圃まえがき

高速WANのパックポーンとしてのATMが登場し， 大

容枇テータの伝送が現実となるに伴い， マルチメディアテー

夕利用のサーピスの展l制が期待されている。

われわれは， NTT主催のマルチメディア共同利用実験に

参加する機会を得て， 小売業におけるATM網を利用した

マルチメディアサー ビスの有効性の検討， およぴATM, ピ

デオサーパ， MPEG2などの最新技術 を利用したアプリケ ー

ション構築技術の取得を目的に開発を行った。

ここでは， ピデオメ ールとピテオマニュアルを紹介し， マ

ルチメディアアプリケ ー ションの実現方法ついて述べる。

II 実験概要

2. 1 実験参加の経緯
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NTTから， 1995年4月20 1:1に発表になっ た マ ル チ メ

ティア共同利川実験は、 次の三つに分甜［［される。

(1) 高速コンピュ ータ通信利）廿実験

(2) 一般利用向けマルチメディアネットワ ー ク利用実験

(3) CATV（有線テレビ）映像伝送などの利m実験

この実験の(2)に業界大手の小売業が参加することになり，

当社は協力組織として参加する機会をもつことができた。

2.2 実験の位置づけ

今回の実験の目的は， NTTから提供される実験用通信回

線におけるl可線サー ビスおよび付加価値機能の利用に関する

評価とマルチメディアサー ビスの有効性の確認である。 この

実験の位骰づけを以下に示す。

(1) 小売業におけるマルチメディア活用の可能性を検証す

る。 この結果を踏まえ， 当社の関係会社である（悧テック

と辿携して行っている， 21•世紀に通用する小売業の次

世代店舗システムとしての基本構想の確立と廂品化の推
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進を加辿させる。

(2) システムを支える淡索技術を実述川可能なレベルまで

まとめあげる。 要索技術とは， ATM交換機， 両像圧縮

技術(MPEG2)、 ピデオサーパシステムなどを指す。

(3) lnl時に， この種のマルチメディア1心川システムの構築

ノウハウを取得する。

(4) この分野でのサー ピス事業への参人の可能性について

調杏し， 新たなピジネスチャンスの間柘を行う。

2. 3 実験システム概要

実験参加にあたり図1に示す二つのシステムを1}I•l発した。

(I) ピデオメ ー ル 屯子メ ー ルでの動両使用を可能にす

る双方1,,1コミュニケーションシステム。 ピデオ撤彩した

売」：：げの硲い店舗の陳列状況などを， 他店舗， 本部に紹

介し， 全店の売上げ向上を目的とする。

(2) ピデオマニュアル 本部にあるマニュアルの内容

を， 店舗員が任意に読みLi.',すことのできるデー タ特梢型

システム。 店舗に， 紙またはピデオテ ープで配布してい

払，／
/., 

> 

図l. 実験システムの概要 ピデオノ ー ルとピデオマニュアルをJII
いだ）渇験システムの慨疫をホす。

Overview of trial system 

本 部 店鋪•’‘

ATM 155Mbps 

るマニュアルの配布コストの削滅と， 作成コストの削滅

およぴ店舗員の教育効呆1,,1 Iてを日(Iりとする。 さらに， 付

加効呆として、 店舗貝の知識 l••l 」 ．．による顧客サーピスの

向上も期待できる。

II ハ ー ドウェア構成

この実験のハー ドウェア構成を図2に示す。 本部には動両

アナログ編集やオ ーサリングなどのマニュアル作成の機悩

と， マニュアル ・ メ ー ル保管のためのサー パをもつ。 店舗に

はマニュアル表示とメ ー ル表示川クライアントをもつ。 この

構成の特長はATM, MPEG2, ピデオサー パの採用である。

当社のMPEG2は高圧縮技術が特長であリ， 4 Mbps程度

のピットレー トでテレピ映i集並みの動画品質を提供できる。

また， ATM-WANを介したデー タ転送では， 距離によ

るパケット遅延が発生(1 ms/100 km程度）するため， TCP/

IP(T ransmission Control Protocol/Internet Protocol)など

の受信確認を行うプロトコルを使川し， なおかつ、 デー タ読

出し要求を複数実行できない環撹の場介， 辿佑辿度の＇共行It

能が低下する＂。 このため、 受伯確認を最 小限に押さえたプ

ロトコルを備えたピデオサー パを採川した。

II ビデオメ ー ル

ビデオメ ー ルには当社のメ ー ルシステムのPowerMail™

を使｝IIした。 図3にシステム構成、 図4に画Ihi例を示す。

4. 1 メ ー ルクライアント

メ ー ル送伯では， テキスト ・ 動画・i'釦I:． 画の入力と送いを

行う。 動両の送信は， 宛先入力後カメラに向かってメッセ ー

ジを人力する。 あるいは， 8mmピデオなどからの動両人力

(il 1) Ethernet は．；,;,; l：ゼロソクス（t科の爵i椋。

’ 

8店舗 、ヽ‘
·' 

、9
‘

ビデオメールクライアントPC

光磁気ディスク
ビデオカメう
スビーカ

PCMCIA: Personal Computer Memory Card International Association SCSI: Small Computer System Interface 1/F: Interface 
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図2. 八ードウェア構成 本部およぴ/, I;
舗に設i�i:したこのシステムのハ ー ドウェア
構成をぷす。

Hardware configuration 
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(1) 

(a) 

スタンドアロン型オー サリングツ ールの課題

テ ータ一括管理 スタンドアロン型のオー サリン

グツ ールではハイパードキュメントに使川するため，

ドキュメント表示には，サーパから大容乱のマルチメ

ディアデータを一 括でダウンロ ー ドする必要がある。

このためダウンロ ー ド後の表示切換えは辿いが，初期

表示に1I寺Ililがかかる。この表示には，DirectorTM の

2.4 Mパイトのテ ータでは約 15秒程度要しており，

(b) 

マニュアル配布のリアルタイム性が損なわれる。

ビデオサー バとの接続 ビデオサーパは動画テ‘•一

タなどを，一 定レ ー トで連絞的にクライアントに送リ

続ける 。この連続テ’ータを受けるための機構を，各メ

ディアのピュー ワに追加する必要がある。

(2) HTML プラウザの課題

のドキュメントを分割し，

HTML プラウザは 一 つ

必要に応じ逐次ダウンロ ー ド

してい る。この方式ではハイパードキュメントを実現で

きるばかりでなく，一括ダウンロ ー ドと比較して高速な

テー タ表示が可能である。しかし，テータの配信方式は

満たすが，表示位附の座椋制御やベクトルデータが扱え

ないなど，表示」：の制約がある。

5.4.2 実現方法 これらの課題の逹成のため，以下の

機能をもつオー サリング ・ ピュ ー ワ機能の間発を行った 。図

6にピュー ワ機能のソフトウェア構成を示す。

(1) メディアごとの分割管理

（アプリケ ー ションの動きを定義する部分）とメディアで

構成される。サ ー バからのこれらのデ ー ター括ダウン

ロー ドを1ITl避するため，マニュアルを複数のファイルに

分割管理することとした。図6に示すように，マニュア

ルは表示単位であるペー ジごとのスクリプトファイルと

各ペー ジ中のメディアファイルに分割し管理される。ス

クリプトファイルはペー ジを構成するメディアの名前の
ベ クトルや表示座標の情報，

マニュアルはスクリプト

ほか，

クを実現するためのリンク先のページ名も保持している。
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図6. ピュ ー ワ機能のソフトウェアアーキテクチャ ピデオマニ ュ

アルはメディア． ページlit位で分割されており．各メディアに対応す
るピ ュー ワが読み込み．表示する。
Software architecture of video-manual viewer 

(3) 

マニュアル表示は，この構成に対応したピュ ー ワ機能

により，①サー バから1ペー ジ日のスクリプトだけを読

み出し，表示する（図6)。②1ペ ー ジ中にあるメディア

をメディアごとのピュ ー ワが読み出し，表示する。③

ペ ー ジ移りやハイパ ー リンクにより別ペ ー ジを表示する

際，1ペー ジtiの読出しと同様の手順で表示を行う 。

以」ー：示したテータの分割管理で，デー タ表示の高速化

この方式は，マニュアルの初期表示とページ

移りの性能を平均化させる方式である。一括ダウンロ ー

ドでは，初期表示は遅いがペー ジ移りは辿くなる。

しこのシステムの運用形態では，ペー ジ移リと同等の頻

度で初期表示が発生するため，分割管理を行った。

(2) 

を図った。

メディアごとのビュ ー ワ独立化

のテ ータ配信に対応し，

表示機能をもつピュー ワをもたせることとした。

座標値，ベクトルのサポート ベクトルデータ，座

標値をスクリプトでサポートし表示の制約を取り除いた。

5.4.3 結果 以上述べたように，ハイパ ー ドキュメン

トの作成と，データ分割管理によるドキュメントの高辿取,'I,1

しを可能にする，オーサリングツ ールとピュ ー ワを作成する

ことができた。プロトタイプで1ペー ジの表示時11りは，rlil阪

オーサリングツ ールの約1/3とい う値が得られている。

11 ぁとがき

しか

ビデオサーバから

メディアごとのデータ取出しと

以上，このシステムを構成する二つのツ ー ルを通じ，マル

チメディアアプリケ ー ションの構築事例を紹介した。特にピ

デオマニュアルで開発した，オー サリング機能とピュ ー ワ機

能については，その実現方法を詳細に述べた。

このシステムは1996年2月から約1年間，

マルチメディア利J:Il実験で使ltlされる。小売業の業務におけ

るマルチメディアサー ビスの有効性については，この間に検

NTT主催の

討を辿めていく。
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